
最近、テレビやネットニュースなどのメディアで生
成AIが注目されています。生成AIとは、機械学習

（データから機械が自動で学習し、データの背景
にあるルールやパターンを発見する方法）によって
テキスト、プログラムコード、画像、音声などの新し
いデータを生成できるAIのことを指します。PwC
コンサルティング（株）が2023年３月に、日本の国
内の企業や組織に属する従業員約1,000名に実
施した調査によると、生成AIを知っていると答え
た割合は46％となりました。なかでも、知っている
サービスの6 0％が米オープンA Iが提供する
ChatGPTとなるなど、ChatGPTの知名度の広
がりとともに生成AIへの認知度も高まっています。

生成AIが注目を浴びている背景として、新しい
領域への機能拡大と汎用性の向上が挙げられま
す。従来AIとして利用されてきた認識AIは画像
や音声などの入力情報に合うデータを蓄積された
データから推論することが主な機能でした。一方、
生成AIは、①利用者の指示に対して蓄積された
データから入力情報に合った文章や画像などを
作り出す新しい機能が搭載されたこと（図表１）、
②誰でも気軽に利用できるようになったこと、が短
期間で大きく注目を集めた要因とみられます。
また、生成AIは業務での活用も期待されてお

り、具体的には、議事録などの資料作成、文章の
添削や校正に利用したいとする声が多くあります。
前述のアンケート調査では、生成AIを認知してい
ると答えた人のうち、53％が業務に利用したいと

回答しています。このような流れを受けて、実際に
官公庁や企業でも業務への活用の動きが広まり
つつあります。東京都では全ての部署で生成AI
を導入する予定であるほか、神戸市では現行の
情報通信技術の活用に関する条例に生成AIに
関するルールを追記した条例を制定し、試験的に
運用しています。民間企業でも、三菱UFJ銀行が
稟議書などの作成に生成AIを利用する方針を示
すなど、業務での活用に向けた動きが急速に進
んでいます（図表２）。

もっとも、生成AIの利用においては、利用指針
の策定などリスク管理を行うことが重要となりま
す。内閣府のAI戦略会議では、AIを利用する際
のリスクとしてプライバシーの侵害や犯罪への使
用などが挙げられており、AIへの入力情報から個
人情報や機密情報が流出することや、悪用を企
てる者がAIを利用して事実と異なる画像や誤情
報を作成し発信することなどが問題視されていま
す。また、教育面においても学生が生成AIにレ
ポートを作成させることにより、考える力が後退す
る可能性なども懸念されています。

今後、生成AIの利用に関しては、リスク管理と
いう規制の視点に加え、新たなビジネスチャンスを
創出するための規制緩和を行うという視点も非常
に重要です。そのためには、適切なガイドラインの
整備などを通じて、生成AIの利用可能性を模索
していくことが重要です。
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図表１ 認識AIと生成AIの違い 図表２ 生成AIの活用事例

（資料）日本経済新聞など各種資料を基に三十三総研作成（資料）日本経済新聞「文章や画像の生成AI進化 「ChatGPT」の実力は？」

2023年８月から生成AIを全ての部局に導入予定。
有効性の検証やガイドラインを策定したうえで
導入する方針。

全国で初めて生成AIに関する条例が2023年５月
に制定。６月から試験的に導入し、検証していく
方針。

伊賀市とIT企業FIXER（東京都）がChatGPTの
活用に関する連携協定を締結。ChatGPTの活用
について実証実験を開始。

生成AIの社内外での活用を推進する「ジェネレー
ティブAIセンター」を新設。文章の作成などで生成
AIの利用を推進。

2023年夏頃から稟議書などの作成にChatGPT
を利用する方針。年内には社内情報を取り込んだ
独自AIを開発する計画。
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乳がんは女性特有の病気ではありません。
男女ともになる病気です。2019年、乳がんと
診断された数は、男性670例、女性97,142例、
死亡した方は2020年の統計で男性129人、女性
14,650人です。男女問わず、ぜひ興味をもっ
ていただきたいと思います。

今回は、最近話題の「ブレスト・アウェアネ
ス」と「マンモグラフィ検査でよく質問を受け
る事柄」について述べたいと思います。

近年、「ブレスト・アウェアネス」という考え
方が提唱されています。具体的には以下の４つ
です。⑴自分の乳房の状態を知ることです。例
えば、入浴やシャワーの時、着替えの時などの
日常で見たり触ったりしてください。⑵乳房の
変化に気をつけてください。変化として注意す
るポイントは、①しこり、②くぼみ、③乳頭分
泌物、④乳頭や乳輪の皮膚の変化、⑤乳房の痛
みなどです。⑶変化に気づいたらすぐに医師へ
相談してください。次の検診を待つことなく、
病院やクリニックなどの医療機関で受診してく
ださい。⑷女性は40歳になったら２年に１回定
期的に乳がん検診を受けてください。この考え
方は、しこりを探そうという自己触診の意識は
必要なく気軽な心構えで行うもので、日頃から
乳房の状態に関心を持ってください。

マンモグラフィ検査は、乳房専用のエックス
線装置で乳房全体を撮影することができます。
40代以上が対象となる検診では、基本的に40代
は乳腺密度が高い人が多いため２方向（斜め、
上下に挟む）、50代以上は１方向（斜めに挟む）
から撮影します。マンモグラフィ検査は死亡率
減少効果があると統計学的に証明されており、
小さな石灰化の検出が可能で触診や自己チェッ

クでは発見できないしこりや、石灰化のある小
さな乳がんの発見に適しています。若年者につ
いても気になるところがある場合は実施するこ
とがあります。

そして、マンモグラフィ検査といえば、板で
乳房をぎゅっと挟んで撮影するため痛いと聞
いた方もいるかもしれません。この痛みは、
年齢が高くなるにつれて痛みは減る傾向と言
われていますが個人差があります。実際「全然
痛くなかった」とおっしゃる方もいます。で
は、どのくらいの強さで挟むのでしょうか。
約12kg程度で２歳児の体重くらいです。「そん
なに重いの? !」となりそうですが、手をグーに
して挟む時より、乳房は骨がないので、伸び
てくれます。この伸びが大切なのです。乳房
の中には乳腺という「ブドウの房」のようなも
のがあります。これを広く薄く伸ばして隠れ
ている病気を写し出すのです。そのため、板
で押さえて質の高い写真を撮る必要があるの
です。とはいっても、少しでも痛みは軽減し
たいものですよね。私が行った研究でも、生
理（月経）開始から５日後～数日ぐらいの頃に
受けていただくほうが痛みや乳腺の伸展もよ
くなる傾向が見られました。怖くて行けない
という方は、この時期であれば妊娠の可能性
も低く、放射線検査も安心して受けていただ
けると思います。乳房の圧迫時、力を抜くこ
と、息を吐くことも痛み軽減につながります。

乳がんは、早期に見つければ多くが助かる病
気です。自分自身と家族を守るために、検診の
大切さやお互いに何か気になるなどあったら
ぜひ声を掛け合って行動をとってください。
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乳がんは女性だけの病気じゃない！自分自身と家族を守るために
～「ブレスト・アウェアネス」（乳房を意識する生活習慣）とマンモグラフィ検査～
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